
NPOプライマリ・ケア教育ネットワーク主催シンポジウム ＠名古屋大学
地域包括ケアシステム

－名古屋が日本に誇る大都市モデルとなるために－

▼お申込み：ＦＡＸ052-744-2951 ＭＡＩＬ：info@pc-education.jp        
dueeducationeducation▼

しきりに叫ばれている『地域包括ケアシステム』
柏市や長野県等、モデル地区といわれる地域が誕生しました。

しかし、大都市ではモデル地区と呼ばれる地区は誕生していません。
名古屋こそモデル地区となるために、他地域や名古屋の先駆者を集めたシンポジウムを開催いたします。

主催：NPOプライマリ教育ネットワーク

所属先
お名前
（代表）

フリガナ

所属部署 役職

ご住所
〒 － ※○印をお付けください（ ご自宅 ・ お勤め先 ）

お電話番号 E-mail

参加料 □一般：1名 4,000円（ 名） □NPOプライマリ教育ネットワーク会員：1名 3,000円（ 名）

上記以外の参加者名

●日時 ：2015年10月11日（日）14:00～17:０0
●開催場所：名古屋大学 鶴友会館 （鶴舞駅徒歩5分 名大病院敷地内）
●主催 ：ＮＰＯプライマリ・ケア教育ネットワーク（http://www.pc-education.jp/）
※受講票、事前振り込みはございません。当日受付にてお支払をお願い致します。

【14：00～ 主催者あいさつとNPO取組報告】
当法人理事長 名古屋大学大学院教授 伴信太郎
当法人副理事長 ㈱メディサイト代表取締役 松村眞吾

【14：20～ 講演】
名古屋市高齢福祉部部長 松雄俊憲氏

「名古屋市における地域包括ケアシステム構築に向けて」
たかせクリニック理事長（東京都） 高瀬義昌氏

「地域の在宅医から報告－認知症ケアなど」
広島県地域包括ケア推進センター主幹 大浦秀子氏

「保健師から先進地の現在を語る」
元医療福祉雑誌編集者 星剛史氏

「各地域、病院の取組み事例からモデルを考える」
名古屋市名東区社会福祉協議会事務局長 内山和美氏

「地域福祉の視点で地域包括ケアシステムを考える」
【16：10～ パネルディスカッション】
進行：当法人理事長 名古屋大学大学院教授 伴信太郎

「名古屋が日本に誇る大都市モデルとなるために」
会場：名古屋大学鶴友会館

名大病院東

http://www.pc-education.jp/

